
白馬村総合振興計画策定業務 インタビュー中間まとめについて 

 

背景 

白馬村では、村民自らが地域課題に取り組む担い手になっていくことを想定し、平成 27 年度から次期総合振

興計画を策定している。本プロジェクトでは住民が白馬村でこれからも暮らせるように、地域の課題を自分ごととし

てとらえ、自ら動く村民を育成すべく、村民を交えたワークショップを実施していきながら、計画を策定していく。 

 

インタビュー目的・概要 

基本構想部分の策定に先立って、村民の皆さんの想いや考え方を把握するために、個別インタビューを実施し

た。ワークショップ開催する前に、出来るだけ村内に知り合いや関係構築をすることによって、その後の意見交換を

スムーズになるように推進した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問項目： 

 

 

 

 

企画案 

1 高浜市を会場にオーガニック（福祉）マルシェを開催する  

 

 

 

 

2016/01/20 

機会 

日 時 ：平成 27 年 12 月 1 日（火） 

平成 27 年 12 月 7 日（月）   〜 １２ 月   8 日（火） 

平成 27 年 12 月 11 日（金） 〜 １２ 月 １２ 日（土） 

 

会 場 ：白馬村役場、対象者の自宅、職場等 

目 的 ：白馬村の村民たちの村への想いや考え方などを把握する。白馬村の魅力や課題、今後取り組んで 

みたいこと等について把握する。ワークショップ前に村内に知り合い、関係性を構築する。 

対象者 ：白馬村にお住まいの方（計 24 名） 

質問者 ：醍醐、小山、洪、遠藤、厚毛（株式会社 studio-L） 

オブザーバー：太田氏（白馬役場職員） 

実施方法 ：質問者による対面式のインタビュー形式、及びディスカッション形式。 

1. ヒアリング対象者の基礎的な情報（所属、居住地、出身地、ライフヒストリー、家族構成等） 

2. 白馬村の魅力、資源 

3. 白馬村の課題、悩み 

4. 白馬村がどんな村、地域になったら良いと思うか 

5. 今後やっていきたいこと 

6. 面白い活動をしている団体や人の紹介 



インタビュー中間まとめ 

村民に対するインタビューまたは弊社の個別調査で得られた知見を以下に整理する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

村民に対するインタビュー調査で得られた主な意見を整理すると、上記のような関連キーワード「農業」、「観光」、

「教育・子育て」、「福祉・医療」、「コミュニティ・復興」というテーマが見えてきた。また、全体を通して共通する視

点として、「多様性」、「学び」といった視点も感じられた。今後、1 月下旬、2 月上旬に追加のインタビューを実施す

る。また、2 月に予定されている集中キャンプでもこられのテーマ設定に関して、他の村民の方々からも意見をいた

だき、基本構想部分の策定に向けたインプット情報とする。 

 

 

 

 

 

 

インタビュー 

  

キャンプ 

村の関係各所の方々

にお話を聞かせていた
だく 

議会提出 
承認 

！ 
！ 

基本構想 

・ 自然などの景観資源の豊かさについて、満足しているという意見がとても多かった。一方で、耕作放棄地の集

約化は進んでいるが、それでも残ってしまう土地の扱い（風景）をどうするのかが課題としてあった。 

→関連キーワード：農業 

 

・ オリンピック前の過大投資による宿泊業の規模拡大が裏目にでて、数年間かは、撤退も含めた整理が行われ

た。インバウンドによる海外旅行者は増えているが、宿泊業を続けていくための後継者やグリーンシーズンの仕

事場があまり村にないため、若い従業員の確保が難しいという課題がある。 

→関連キーワード：観光 

 

・ 子供の教育などで、村外の学校に進学させる、一家で引っ越すケースがある。白馬高校の国際観光学科の

設置など、村内での教育の充実を図る動きも見受けられる。また、移住してきた若い共働きの夫婦で、小さい

子供を育てている家庭をサポートする施設、制度も必要とされている。 

→関連キーワード：教育・子育て 

 

・ これから増加が想定される高齢者に対応する福祉施設、人材（ボランティアも含む）の拡充が求められる。特

に、ウィンターシーズンには人材が観光業に集中することもあり、施設の運営管理に支障がきたすことがある。

また、近隣の医療機関へのアクセスが悪いため、今後の高齢者の移動手段、関係各所を連携させた医療体

制なども検討する必要がある。 

→関連キーワード：福祉・医療 

 

・ 昔から関西方面などからの移住者、現在に至っては、オーストラリアや東南アジアからの移住者、ビジネスで

の土地、施設購入など、村外から入ってくる人たちが多くいる。昔から居住している地区とそうでない地区、ま

たは、村の東西で暮らしのルールなどで違いがある。特に、外国籍の人々とのコミュニティ形成に配慮する必

要が出てきている。また、神城断層地震による既存集落のコミュニティ維持も喫緊の課題としてあげられる。 

→関連キーワード：コミュニティ・復興 

村 の 様 々 な 世 代 の
方々集まっていただい
て意見交換をする 

村の方々からいただい

て意見を整理し、構想
案を検討する 

構想案として、議会に

提出し、承認を得る 



基本構想部分も含めた計画策定に関する流れについて 

今年度策定予定の基本構想部分とその後の流れについて以下のような想定で考えている。 

 

実施スケジュール（案） 

 平成 27 年度 平成 28 年度 

 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4～6 月 7～10 月 

インタビュー  ■■■     ■ ■■    

集中型 

キャンプ 
      ■■■    

基本構想 

整理 
   ■■ ■■   

テーマ別 WS      ■■■■■■  

基本計画 

とりまとめ 
     ■■■ ■■■ 

別冊編集 

デザイン 
      ■■■ 

 

 


